
ル革命が進展したアメリカやコロンビアから我が国

等の北東アジアへのエネルギー資源等の輸送効率化

に寄与していることが示唆された。なお、図面は、

年の船舶動静データの分析結果に基づく。

・ 船（ 級）

図 船の新パナマ運河の利用動向

・ 船

図 船の新パナマ運河の利用動向

・ドライバルク船（ 級）

図 ドライバルク船の新パナマ運河の利用動向

５．パナマ運河の潜在的な需要とスエズ運河

アメリカ、カナダの大西洋側から北東アジア方面

へ向かう際、喫水や積載効率の観点からパナマ運河

を通航しにくい や のドライ

バルク船が、新パナマ運河の開通後（ 年）も、

航海距離が短いパナマ運河経路だけでなく、スエズ

運河経路を選択しており、パナマ運河とスエズ運河

との競合関係、新パナマ運河の潜在的な通航需要が

推察される。なお、 とは、十分に減載

すれば、旧パナマ運河を通航可能な船舶で、新パナ

マ運河の通航が限定的であり、十分減載し、旧パナ

マ運河を通航したと考えられる。

図 ドライバルク船の経路選択のイメージ

図 北東アジア方面に向かう
ドライバルク船（ 級）の出発地

６．おわりに

今回の分析では、パナマ運河、スエズ運河等の国

際物流における我が国等との関わり、北東アジア等

への影響や運河の潜在的な需要を示した。得られた

知見は、我が国の資源、エネルギー、食料等の調達

の多角化に資する輸入環境の整備のための戦略の立

案や、パナマ運河、スエズ運河等の貿易における役

割についての地政学的な見地からの検討の一助とし

ての活用が考えられる。

気候変動等による世界的な食料生産の不安定化や、

世界的な食料需要の拡大に伴う調達競争の激化等、

ウクライナ情勢の緊迫化等を背景として、エネルギ

ー・食料等の安全保障の強化が国家の喫緊かつ最重

要課題となっている中、社会・経済環境変化や地政

学的リスク等を踏まえ、海外の港湾や運河等の利用・

輸送動向について、引き続き分析を行っていく。

☞詳細情報はこちら

国総研資料

北東アジア方面
投入船舶：Neopanamax級のLPG船が主体
（新パナマ運河を通過）

メキシコ湾沿岸（アメリカ）
※シェール革命の進展により、
アメリカ産LPGの輸出の増加

南米・メキシコ方面
投入船舶：Panamax級以下のLPG船が主体
（旧パナマ運河を通過可） メキシコ湾沿岸のアメリカ（GCa）

を出発し、パナマ運河を通過する
LPG船の航路のイメージ

パナマ運河

北東アジア方面
投入船舶：Neopanamax級のLNG船
（新パナマ運河を通過） メキシコ湾沿岸（アメリカ）・北アメリカ東海岸

※シェール革命の進展により、
アメリカ産LNGの輸出の増加

南米・メキシコ方面
投入船舶：Neopanamax級のLNG船
（新パナマ運河を通過）

メキシコ湾沿岸のアメリカ（GCa）、北アメリカ東海岸（ECNA）、
トリニダードトバゴ（GCc）、ペルー（WCSAｃ）のいずれかを
出発し、パナマ運河を通過するLNG船の航路のイメージ

パナマ運河

北東アジア方面（出発地：北アメリカ東海岸、大西洋側のコロンビア等）
投入船舶：Neopanamax級のドライバルク船有り
（新パナマ運河を通過）

北アメリカ東海岸、メキシコ湾沿岸（アメリカ）
※シェール革命の進展により、
国内で余剰となったアメリカ産石炭の輸出の増加

メキシコ方面
投入船舶：Neopanamax級の
ドライバルク船有り
（新パナマ運河を通過）

大西洋側のコロンビア
※太平洋沿岸国への石炭の輸出の増加

EU方面
投入船舶：Neopanamax級の
ドライバルク船有り
（新パナマ運河を通過）

太平洋側のカナダ

メキシコ湾沿岸のアメリカ（GCa）、北アメリカ東海岸（ECNA）、
大西洋側のコロンビア（GCc）、太平洋側のカナダ（WCNAa）
のいずれかを出発し、パナマ運河を通過する
Neopanamax級のドライバルク船の航路のイメージ

パナマ運河

北東アジア方面

北アメリカ東海岸
※シェール革命の進展により、
国内で余剰となったアメリカ産石炭の輸出の増加

スエズ運河経路

パナマ運河経路

その他経路

北アメリカ東海岸（ECNA）を出発する
Neopanamax級のドライバルク船の航路のイメージ

スエズ運河

パナマ運河

船舶トリップの船舶動静データ上の航海日数が航海距離に比して著しく小さいデータを除く

北東アジア方面に向かうドライバルク船（Neopanamax級：パナマ運河、スエズ運河通過）の出発地（2018年）

Baltimore
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Norfolk
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スエズ運河経由と、パナマ運河経由の船舶
両方の出発港が存在

北東アジア方面に向かうドライバルク船（Neopanamax級：パナマ運河，スエズ運河通過）の出発地（2018年）
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スエズ運河
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インフラ分野のＤＸを

推進するための研究
研究期間：令和３年度～

インフラ 研究推進本部

小川 智弘 山下 尚

（キーワード） （デジタルトランスフォーメーション）、 施工、 、生産性向上

１．はじめに

近年頻発・激甚化する災害への対応やインフラの

老朽化対策の必要性の高まり、建設産業の深刻な人

手不足、新型コロナウイルス感染症発生等を背景と

して、令和 年 月に国土交通省インフラ分野の

推進本部が設置された。国総研においても翌年 月

に「インフラ 研究推進本部」を立ち上げ、インフ

ラ分野の に関する研究・開発を推進しているとこ

ろであり、本稿では国総研で進めている 関係の主

な取組みについて紹介する。

２． データセンターの構築

データセンターは、 モデルや点群データ

等の 次元データを保管し、検索 表示 提供するもの

である。今年 月からは、国土交通省職員だけでなく、

インターネットを介して、国土交通省の業務や工事

を受注した民間企業も利用することができる（図 ）。

これにより、測量・調査・設計・施工の各段階で

作成される モデルを、別の工事・業務や維持

管理に活用促進できるものと考えている。

図 データセンターのシステムの概要

３．建設 実験フィールドの整備

インフラ の推進を支える技術の研究開発の拠点

として、 通信を活用した建設機械の自律施工技術

や、 次元データによる構造物の出来形の計測、検

査技術の開発、検証を行うための「建設 実験フィ

ールド」の整備を進め、令和 年 月から運用を開

始した（図 ）。 施工の基準作成の検証等を進め

る他、出来高管理に用いる新しい計測技術の試行・

実証フィールドとして民間等にも開放しており、

さらなる精度向上や生産性向上に向けた技術開発の

進展や、小規模の現場に導入しやすい、安価で汎用

性のある導入効果の高い技術の普及も期待している。

図 建設 実験フィールドの概要

４．おわりに

国土交通省では令和 年を による変革を一層加

速する「躍進の年」として位置づけており、多種多

様なデジタル技術の有効活用により、生産性向上や

建設産業全体の働き方改革、ワークライフバランス

の実現に向け、研究開発を進めるとともに、取組み

内容の普及につながるよう情報発信について今後も

努力してまいりたい。
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